
エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社 

第3１期事業報告 

2015年4月1日から2016年3月31日まで 

フォワードストローク撮影 



経営成績 

  

  
  

  

  

経常利益 

当期純利益 

営業収益 

営業利益 

区分 

1,８３０億１６百万円 ＋３０９億６4百万円 

第3１期(2015年度) 前期比 

377億71 百万円 ＋129億34百万円 

338億32 百万円 ＋134億３７百万円 

165億57 百万円 +  ３億22百万円 



株主還元（配当金・配当性向の推移） 
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2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 

中間配当 期末配当 配当性向 列2 

（予想） 

16円 16円 
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16円 17円（+1） 
18円（+1） 

（予定） 

（単位：円） 

2016年3月期 
(予定） 



不動産賃貸事業の状況 

普遍的価値のあるエリアでの 
ホテル事業等の取り組み 

アーバンネット日本橋二丁目ビル、 
アーバンネット銀座一丁目ビル等が竣工 

大手町二丁目再開発事業が進行中 
 



営業利益     

    区分 

不動産賃貸事業の状況 

営業利益     

    営業収益 

第31期(2015年度) 前期比 

1,209億66百万円 ＋292億26百万円 

367億22百万円 ＋131億55百万円 



空室率 
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 ＊品川STは品川シーズンテラスの略称   ＊新規ビルは契約確定

ベース 

都心5区 

全国 

品川ST除き 

品川ST除き 



品川シーズンテラス アーバンネット日本橋二丁目ビル 

当物件 

東京駅 

2016年1月竣工 



品川シーズンテラス アーバンネット日本橋二丁目ビル（エントランス） 



品川シーズンテラス アーバンネット銀座一丁目ビル 

JR京葉線 

2016年2月竣工 

当物件 



品川シーズンテラス アーバンネット銀座一丁目ビル（屋上テラス） 



大手町二丁目再開発 

2018年7月竣工予定 

A棟 

B棟 

大手町ファーストスク
エア 

JAビル・ 
経団連会館 

アーバンネット 
大手町ビル 

大手町フィナンシャルシティノー
スタワー 

当物件 



大手町二丁目再開発 



ユニバーサルシティ駅前プロジェクト 

2017年6月竣工予定 

ユニバーサルシティ駅 

当物件 



分譲事業の状況 

杭打ち工事・データ流用問題等による影響
は軽微 

利益率の高い都心物件の引渡し等による
増益 



営業利益     

    区分 

分譲事業の状況 

営業利益     

    営業収益 

第31期(2015年度) 前期比 

488億65百万円 ＋ 22億39百万円 

50億74百万円 ＋ 6億69百万円 



ウエリス銀座二丁目 

東銀座駅 

11番出口 

銀座一丁目駅 

Ａ13出口 

銀座駅 
銀座三越 

松屋 

歌舞伎座 

3番出口 

プランタン 
銀座 

当物件 



ウエリスオリーブ津田沼 



ウエリスオリーブ津田沼（つなぐカフェ） 



グローバル事業の推進 

1015 18th Street（ワシントンD.C.)を取得 

「1 King William Street」(ロンドン)、 
「119 West 25th Street」(ニューヨーク) 
がリニューアル工事完了予定  

米英9物件の営業収益約30億円、 
資産規模約590億円 



1 King William Street 



119 West 25th Street 



第31期連結計算書類の内容 

フォワードストローク撮影 



連結貸借対照表 

2015年3月期末 2016年3月期末 

純資産 
2,519 

純資産 
2,456 

有利子 
負債 

5,471 

有利子 
負債 

5,460 

その他の 
負債 

2,403 

その他の 
負債 

2,356 

総資産 
10,332 

固定資産 
9,047 

固定資産 
8,554
（↓） 

流動資産 
1,781 
（↑） 

流動資産 
1,285 

総資産 
10,335 

（単位：億円） 



有利子負債 

 
＊ネット有利子負債＝有利子負債－（現金及び預金 ＋その他流動資産に含まれる3ヶ月未満の短期投資） 

2015年3月期末 2016年3月期末 

長期 
借入金 
4,162 

有利子負債 
5,471 

有利子負債 
5,460 

ネット 
有利子負債 

5,269 

ネット 
有利子負債 

5,298 

長期 
借入金 
4,085 

短期借入金 
65 

（単位:億円） 

社債 
1,309 

社債 
1,309 



8,454  
7,958  

13,276  
13,579  

時価 簿価 

2016年3月期末 2015年3月期末 

時価 簿価 

含み益 

4,821 
含み益 

5,621 

（単位:億円） 

賃貸等不動産の時価 



連結株主資本等変動計算書 

貸借対照表・損益計算書 

連結注記表・個別注記表 

株主資本等変動計算書 

連結損益計算書 



第３2期業績予想と 

エヌ・ティ・ティ都市開発グループが 

対処すべき課題 

フォワードストローク撮影 



業績予想 

  

  
  

  

  

経常利益 

当期純利益 

営業収益 

営業利益 

区分 

1,９００億円 ＋ 69億円 

32期(2016年度) 
業績予想 

前期比 
第31期（2015年度） 

310億円 ▲ 67億円 

280億円 ▲ 58億円 

170億円 ＋  4億円 



オフィス・商業事業 

地域再開発事業やオフィス・商業施設の複合開発等、 
開発の多様化・高度化による将来の成長基盤の構築 

暫定利活用中物件の本格開発の検討・着手等、 
付加価値の高い開発案件の推進 

お客様とのリレーションシップとコスト競争力の強化 



オフィス・商業事業 

英国・米国におけるオフィスビルの取得・バリューアップ 
による収益の拡大・ポートフォリオの分散 

都市部におけるホテル複合開発、 
リゾート地におけるスモールラグジュアリーホテル等、 
他社とのコラボレーションによる新規分野の拡大 



住宅事業 

マーケティング機能の更なる強化を通じた、 
高品質でご安心いただけるマンション分譲の展開 

ＮＴＴグループと連携したサービス付き高齢者向け 
賃貸住宅事業の強化・拡大 

新たな事業領域の拡大 




